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地質調鷲辮月報（第捻巻第捻轡）

きくするこ烈ごよつて，ある程度は解決するのであるが，

あ蒙静火薬量を大潔くする轍とは，保安上の観点からも

綱題揺“る。したがつて受振の技術によ欝，初動の，信

号対雑振動比を向、勤させることは大きな繰題である。

　一方油田地帯では大懸な成果をあげている反射法も，

複雑な地下構造をもつ炭濁地帯には，あ談多用いられて

やない、もし，反射法轍よ！）得老）れる情報から経済的鵜

有効な構造解析がなLうるとすれば，比較的短い測線で

深部からの情報を得ることがで懸るし，憲た使用する火

薬量も，燃析怯と比較して，はるかに少量ですむので保

安一ヒの間題も少ない．

　本年，深部物理探査の研究として炭田の閥題をと賛あ

げるに際し，第一一に従来から成果をあげて激てい都、蔓1折

法を実施し，構造に1ついての璽料をうるとともに，ノ灘折

測線と一一部重複して反射測線を設定し，反射法による構

造解嚇を試みた．さらに繊折法の初鋤の、講取鯉）精魔を

あげることを籍的とし．て，すで載反射洗で広く用い㌦蕊

ている群設置法を，懸折法へ応用することを鶏的～ごする

実験も管なつた。反醗法および欝設置洗の実験に使矯し

た登一＄驚震探禦、器は，3誌年鍵に輸入憲れた磁翼磯音方

式の探鉱器であ夢，はじめての野外調査であつたので，

その野外テストもこの調査の覇酌の一・つ煮された、，

　この地区内には常磐炭砿K蓬く．で蝉、纐嚢した構造試錐

も3ヵ所あ勢，そのう嫁き期的に好条粋の2ヵ所につψ

て坑井内速度灘定も行なつた。火灘地区紅は，　　　証

撃、携炭覇南部紅実施された重力探鉱の結果誉），1、，澤、璽力異

状が認められている、，常磐炭鶏の等璽力線図は墓盤構溝

をよく反映していると審れているが，訟の構造を確認す

ることは，技術的紅興味深いばか！l）で癒く，炭緯開発に

も璽要欺1ことである、本年大津地区鷺実験地とした理由

の一／〉は，ここ／端ある．癒お，／醐醜i線は，費用の諮

す限！）北へ延長し，雛年度以来常磐炭購で，実施きれ

てきている屈蓬野桑撫に1よ竃）翅癒鑑探の，空白部をできるだけ

覆多墨う努めた．

　爽施轍際しては，筆欝歌川島威が企醤お議び実施紅つ

いての責任を担当し，平沢溝輔鷺村芳雄・小、鶴整志・瀬

谷溝く以上屈折），森喜義・南雲昭三郎・鎌職灘曽井

波和夫・細野武男（以上反射）難が参加レた。鷺一＄地

震蝶鉱器の整備は，憲として，森・衛雲・鎌潤・井波が

担当した．灘折法轍関する部分のと参象とめは，構鷺解

析を市州，辮設置法の実験を川島が行なつた．反射法に

関する部分は川島が行ない，坑井内速魔測定は鎌田がと

参麟とめた．

　報欝は，それぞれの撫轟に応じ，屈折，茂射，坑井内

遠魔測定の窪報に分かれで行なわれる予定であ愚．

　鉱の報告は，第嵐報として，屈折法に関する部分をと勢

象とめたものである．

　なお，測量および爆発靴の作成は常磐炭砿Kぼ《一大

饗本炭砿K，K．が行なつた．実際の作業1凱は，常磐炭砿

茨城砿業所鉱務諜の御協力を得た．

欝　　欝

　本地域で地震探鉱（屈折法）を実施した結果，次の速

度層に分類した．すなわち

　第業層漁，暮○○峨，鱒○多餐層群却湯長谷層群（一部嶽

　　　　坂／．妻，桟貨層を含む）

　第幻韓溝，○○幅／轍主として鷹城層

　第3層繕，200鴫，50懸V醗慧基盤黛類

と鷲えることがで鳶る．

　本測線の墓盤岩の大勢を述ぺるゑ，墓盤顧は一般に南

轍醸斜を示している．測線北蔀と，＄．警．V付近に隆起

構造がみられたが，測線申央部は比較的安定レ，石城層

の層厚も発遠乱．ているようである。

　本地区は地質図にみられるように多賀層群は比較的少

なく，おもに湯長谷層群・白水層群が発達している。な

お簸表1酬購瀕薦が多く知られていたが，解析の結果

艦鋤れらの断層葱を対比し，ぞの大勢を知るこ記がで

きた，すなわち測線北方の藁盤上1部には数癒の麟層と

蓬嚢定さ才むるもグ1）め叢蕩界ら才しる力薫，　こニオ齢～・ζよ！つぴ）嫁1響馨謬洋と

1，　　　　灘線申央部の断！妻は平灘蟹鷹と推定され，

＄．欝，翌V付近のi群は里根断！、、1およびその他の断層と，欝

つのグルー一フ振分けられるようである．

　塞翫本測線の結果と，昭和説鱗度か疹行なわれてき

た常磐淡溝南、、葬地区の速度層とを対比レてみると，類似

鴫た結果が得られた。さら轍解析結果，測線南部に基盤

隆起構造が現われたが，胤れは先撃行なわれた磯原北部

地区の基盤懸．起構燈と郷一のものであることがわかつた．

なお菰れらの結果から第7図のように本隆起構造の基盤

等深線図を作成し，その結果菰重力探査の結果と対比す

ると，よく符合すること漆わかつた．すなわち重力探査

で現われた嵩重力値は，本構造を反映したものと推察さ

淑．る、

　本測線付近／こは幸いi数個の試錐が掘られたので，これ

と対比Lズみると，解析結果から現われた墓盤麟塞で嬢）

深度は，試錐結果とやや合致するが，第欝轡憾（主とし

て署城腰と推定）は，実際には浅翼雇を上下しでいるよ

うである．

蕊．緒　 鷺

常磐炭総吠津地区において地震探鉱法の研究を行なつ

窯緩鯛の



常磐炭績大津地臨における地震探鉱法の研究（毒隅金徳〉

た．これは昭和錨年度の深部探査研究の一環として行

、なったものである．この実施期間は昭和総年工月燃縫

から3薄20霞にわたる鑓9間である．属折法はこの期

綱薪）前半約欝β間において約？k驚測線を行なつた．

　調査実施に際し，多大の援助・協力を与えら渋、た北茨

城市役所・勿来市役所等の地元機関および常磐炭砿K．

鷺等の関係各位に，厚く感謝の意を表する。

驚．位置および交還

　調査地は，第美図に示すように，茨城県北茨城市大津

i町西方約捻騰付近の地点かむ，福島県勿来市窪繊町に

　舞　籔職　　1　　鞍
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わたる地域である．本測線の北部に当る部分は，ド勿来

の関」の西方に妻簿，山地に当つてい嶺が，測線中央以

南は，関南町の閏畠の平地に位置している．

　調査地に至るには，本地域申を常磐線が常北に走！），

大津港・勿来の両駅があるが，大津港駅は測線に最も1鷺

いので当駅下車が便利である。

鼠　地彫および濾質

本地域は，山地と平地の部分に分かれ，測線南部は関

本・関南，両町にわたつて灘地が多く，南部海岸方向に

向かつて平地が開けている．測線の北方は山地が多く，

特にS．鷲蕉一蕪．艶驚間は，標高箆岬鴛§驚の山地で鹸

しい．

　調査地周辺の河鋭は里根州が，測線な横切聾東方紅流

れ大津湾紅注いでいる．地域一帯の地質に関レては，す
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には角閃片轡類窟たは角閃黒雲母花騰岩類が雛遠し，上

位に署城懸（爽炭層を含む〉・浅貝層・白坂暦からなる

臼水層群が乗夢，その上位に新第鑑系の湯長谷層群およ

び多賀層群がそれぞれ不整合に繋重藤れている．
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　　　　　ユ　ド3・000m／sec層を試錐の試料に合わせた場合（第2層（3・000m／sec）の上面を点線のように試錐の資料（石城砂岩

層）に合わせると走時曲線は点線のようになり，基盤面は点線のように多少浅くなる）

　一50り
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　　一
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た本測線下には基盤隆起構造と推定される構造が2カ所

みられる。その1つは No．47以北の隆起構造である。

これは，測線1本から判断することは困難であるが，．地

層の走向および重力図等から推察すれば北西一南東に走

つてV・喬のではないかと考えられる。その2は，No・90

付近の隆起構造で，ζれは磯原北部地区地震探査測線か

ら推察すると，前図（第4図）のように1組の潜丘構造

が推定される。

　本測線は比較的複雑な地下構造となつて現われたが，

測線中央部，特にS，P。皿付近の構造は安定し3，0σOm／s　F

層の石城層も厚いようなので，爽炭層も発達しているも

のど考えられる。また，測線南部（No、nO以南）の基

盤面は，南方海中に向かつて深度を増し，さらに石城層

の層厚も厚いようなので，今後できれば物理探査（重力

探査）等により，地下構造の大勢を知るでとを望みた

い。　　　　　　　　（昭和36年1月～3月調査）
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